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【平成２９年度 検証結果】 

検証結果  当初目標に対し、期待どおりの成果があった。 

当初の研究目的である、ナヴィエ・ストークス方程式の数学解析の新展開では、幾

つかのケースにおいて、新しい解析方法によって解の一意存在を示し、また、メゾレ

ベルからの新しい運動方程式については、単一微小気泡の運動を記述する確率微分方

程式を導出している。 
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【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

ナヴィエ・ストークス方程式の初期値・境界値問題の解析は、重要な問題である。特別なケースでは

あるが、最大 Lp-Lq 正則性と Lp-Lq 減衰評価を合わせて、時間大域解の一意存在証明に成功したこと

は高く評価できる。また、単一微小気泡の運動を記述する確率微分方程式の導出と、その時間大域解の

一意存在の証明は興味深く、確率解析と流体数学の境界領域研究が大きく進展することが期待できる。

一方、若手研究者を育成する観点から、ミニコース等のスクール開催の継続、さらに、研究計画調書で

予定されていた外部評価の受審も望まれる。 


